
 

○行政報告会をおこないました（P4) 
○ 12 月は、町税・使用料などの「滞納整理強化月間」です（P6)
○障がい者地域生活支援事業メニュー紹介（P8)
○いきいき健康だより（御嵩町でも増加中！！糖尿病）（P16)
○年末・年始の業務案内（P19)

巻頭：広報紙で振り返る 2009 年

122009. No.506

＜ 写真：写真で振り返る 2009 年（町内のおまつりいろいろ）＞

◆◇今月号の主な内容◇◆ 



▲ �1 月「成人式」：274 名が新たなる旅立ち

広
報
紙
で
振
り
返
る

　
　
　
　
　

 

２
０
０
９
年

広
報
紙
で
振
り
返
る

　
　
　
　
　

 

２
０
０
９
年

　

今
年
も
残
り
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
9
年
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
？

　

町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
を
中
心
に「
ほ
っ
と
み
た
け
」

で
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1 日 迎春の会（御嵩城址公園）

4 日 消防出初式（防火・防災への決意を新たに）

11 日 成人式

26 日 社会福祉法人 慈恵会およびメディカル・ケア・
サービス東海㈱と「災害時要援護者への避難施
設に関する協定」調印

30 日 ＮＰＯ法人 500 万人の木曽川水トラストと「水
源林整備活動に関する協定」調印

1 日 鬼岩福鬼まつり

8 日 総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会創設

14 日 可児川クリーンキャンペーン

20 日 教育委員会表彰式（随時表彰）

22 日 環境フェア 2009

23 日 学校法人 荻
お ぎ す

須学園（御嵩保育園運営）と「災
害時の施設開放に関する協定」締結

23 日 第 4 回名鉄広見線対策協議会（名鉄による運行
継続の検討）

15 日 犬の散歩倶楽部清掃ウォーキング（顔戸グランド）

23 日 岐阜県および㈱岐阜造園と「企業との協働によ
る森林づくり協定」締結

23 日 第 4 回御嵩町産業廃棄物処分場計画地利用指
針検討委員会（基本的考え方（案）の検討）

1 日 学校給食センター業務の一部（調理・配送）を民間委託

5 日 消防団入退団式（新団長に長
な が せ

瀬邦
く に お

夫氏）

5 日 御嵩薬師祭礼

1 日 名鉄広見線存続のための四者会談（名古屋鉄道
㈱、可児市長、八百津町長、御嵩町長）

3 日 みたけの森まつり

10 日 町内一斉清掃

30 日 こどもまつり

30 日 みたけの森ささゆりハイキング（～ 6 月 14 日）

10 日 アサヒビール㈱、岐阜県、㈳国土緑化推進機構
と「企業との協働による森林づくり協定」締結

14 日 消防操法大会（第１分団（上之郷）が優勝）

20 日 少年の主張大会

20 日 ホタル観察会（綱木川ほか）

25 日 第 5 回御嵩町産業廃棄物処分場計画地利用指
針検討委員会（基本的考え方の決定）

1 月

2 月

4 月

3 月

5 月

6 月

▲ �2月「環境フェア2009」：『とめよう!温暖化』をテーマに、
みなさんが環境について考えた 1 日になりました

大人の仲間入り！
い ろ ん な こ と に

チャレンジ！

楽しいことがたく
さんあったなぁ…

巻  頭巻  頭

�



企画課秘書広報係（内線 2222）

9 日 第 5 回名鉄広見線対策協議会（「名鉄広見線活性
化計画基本方針」の決定：運行費支援として 3 年
間で 3 億円の補助など）

25 日 水上レクリエーション祭

1 日 よってりゃあ、みたけ

2 日 大雨により大久後地内で県道が崩壊

15 日 平和祈願式（小原：マリアの里）

21 日 第 6 回御嵩町産業廃棄物処分場計画地利用指
針検討委員会（利用指針（案）の検討）

26 日 教育委員会表彰式

6 日 防災訓練

16 日 名鉄広見線存続のための四者会談（名古屋鉄道
㈱、可児市長、八百津町長、御嵩町長）

29 日 第 7 回御嵩町産業廃棄物処分場計画地利用指
針検討委員会（利用指針（案）の検討）

1 日 「みたけＥ
え こ

- ＣＯバス」試験運行開始

1 日 町民ゴルフ大会

4 日 町ソフトバレーボール大会

10 日 中山道みたけ館特別展「御嵩の地
じ か ぶ き

歌舞伎」（～
12 月 6 日）

11 日 顔戸八幡神社祭礼

21 日 行政報告会および新型インフルエンザ予防講
習会（24 日・27 日・28 日）

28 日 国立大学法人 岐阜大学と「低炭素のまちづく
りに関する包括連携協定」調印

14 日 可児農業祭（～ 15 日）

14 日 可児郡ＰＴＡ研究大会

15 日 消防連合演習

21 日 御
みたけじゅくうぉーく

嶽宿往来（ウォーキング）

21 日 第 24 回音楽祭

29 日 松野湖クリーン作戦

※ 12 月は開催予定を掲載

1 日 第 8 回御嵩町産業廃棄物処分場計画地利用指
針検討委員会（指針（案）に対する住民意見の反
映と最終案の検討）

3 日 第 6 回名鉄広見線対策協議会（活性化計画の検討）

6 日 辻
つじ

イト子
こ

氏によるふれあい人権講演会

13 日 可児駅伝競走大会

7 月

8 月

10 月

11 月

9 月

12 月

▲ �3 月「犬の散歩倶楽部清掃ウォーキング」：散歩をしな
がら、ごみ拾い。みなさんのマナーアップをお願いし
ます

▲ �5 月「こどもまつり」：児童館が中心となっておこなう
子ども向けのおまつりです。今年も大盛況！！

▲ �6 月「消防操法大会」：優勝した第 1 分団の大会時の様子。
この大会で培われた技術は、今後の消防活動に活かさ
れます

▲ �9 月「名鉄広見線存続のための四者会談」：名鉄広見線
存続のために、さまざまな話し合いや活動がおこなわ
れています

来年はどんな１年
になるのかな？

� ほっと みたけ　2009. 12



企画課企画調整係（内線 2223）

　

行
政
報
告
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た

～
お
よ
そ
２
０
０
名
が
参
加
～　

　

10
月
21
日
（
水
）
か
ら
28
日
（
水
）
に

町
内
4
会
場
で
、
桃
井
病
院 

桃も
も
い井

知と
も
よ
し良

院

長
に
よ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

講
習
会
」
お
よ
び
、
町
長
に
よ
る
「
行
政

報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
4
会
場
で

１
９
７
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
ご
意
見
や
質
問
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桃
井
院
長
に
は
、
マ
ス
ク
の
つ
け
方
の

実
技
講
習
や
感
染
の
仕
組
み
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、
町
の
重
要
課
題
で
あ
る

次
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

①�

産
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画
地
利
用
指

針
（
案
）
に
つ
い
て

　

②
町
財
政
（
地
方
債
な
ど
）
に
つ
い
て

　

③
名
鉄
広
見
線
に
つ
い
て

　

④
御
嶽
宿
再
生
事
業
に
つ
い
て

【
会
場
別
参
加
者
の
状
況
】

★
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

◎�

名
鉄
電
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
切
符
の
買

い
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
乗
客
員
サ
ー

ビ
ス
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
名
鉄
さ

ん
に
許
可
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
陳

ち
ん
じ
ょ
う情

し
て
く
だ
さ
い
。（
60
代
男
性
）

◎�

政
権
が
自
民
党
か
ら
民
主
党
に
変
わ
り
、

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
Ｃ
Ｏ
２

 

の
25
％

マ
イ
ナ
ス
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
御
嵩

町
も
低
炭
素
の
町
と
し
て
手
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
電
車
は
Ｃ
Ｏ
２

 

を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る

の
に
最
適
な
乗
り
物
で
、
車
か
ら
電
車
に

変
わ
る
こ
と
が
低
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
の
で
、
国
交
省
の
前ま

え
は
ら原
大
臣
に
陳

情
し
て
、
電
車
の
廃
線
は
低
炭
素
社
会
づ

く
り
に
逆
行
す
る
こ
と
な
の
で
し
な
い
よ

う
に
申
し
出
て
も
ら
い
た
い
。
ぜ
ひ
、町
長
、

議
員
、
そ
ろ
っ
て
国
交
省
に
陳
情
し
て
く

だ
さ
い
。（
40
代
男
性
）

◎�

筋
ト
レ
教
室
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
マ
シ
ン
3
台
で
は
参
加
者

も
増
え
て
お
り
不
足
で
す
。
ま
た
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
も
週
1
回
ペ
ー
ス
で
は

少
な
く
、
週
2
回
は
で
き
る
と
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
筋
ト
レ
施
設
の
新
築

は
お
お
い
に
期
待
で
き
ま
す
の
で
大
歓
迎

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
講
習
は
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
正
し

い
使
い
方
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。（
60
代

男
性
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係

　

担
当
：
小お

ぎ

そ
木
曽
（
内
線 

２
２
２
３
）

開
催
日

会　

場

参
加
者
数

 

10
月 

21
日
（
水
） 

上
之
郷
公
民
館

38
名

24
日
（
土
） 

御
嵩
町
役
場

41
名

27
日
（
火
） 

中
公
民
館

79
名

28
日
（
水
） 

伏
見
公
民
館

39
名

�



犬い
ぬ
や
ら
い

矢
来
の
整
備
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ご

家
庭
に
つ
い
て
、
順
次
、
設
置
を
お
こ
な
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

灯
籠
は
、
高
さ
約
1.5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
内
蔵
し
、
夜
間
に
は
点
灯

で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

犬
矢
来
は
、
道
路
に
面
し
た
外
壁
に
置
か

れ
る
ア
ー
チ
状
の
垣
根
の
こ
と
で
、
馬
の

は
ね
る
泥
や
犬
走
り
と
呼
ば
れ
る
軒
下
を

通
る
犬
や
猫
の
放
尿
か
ら
壁
を
守
る
役
割

を
兼
ね
た
も
の
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係　

担
当
：
栗く

り
や
も
と

谷
本
（
内
線 

２
２
３
５
）

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）・福祉課障がい福祉係（内線 2122）

　

江
戸
時
代
、
江
戸
と
京
都
の
間
を
結

ぶ
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
」

は
、
人
の
往
来
は
も
ち
ろ
ん
、
物
資
な
ど

の
ほ
か
、
情
報
や
文
化
が
行
き
来
す
る
街

道
で
し
た
。
こ
の
「
中
山
道
」
に
は
宿

場
が
設
け
ら
れ
、
現
在
の
御
嵩
町
に
は
、

「
御み

た
け
じ
ゅ
く

嶽
宿
」
と
「
伏
見
宿
」
が
整
備
さ
れ
、

今
な
お
、
当
時
の
風
情
が
色
濃
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん

や
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
の
参
画
を
得
て
、

「
中
山
道
」
や
「
御
嶽
宿
」
に
つ
い
て
考
え
、

議
論
し
、
景
観
づ
く
り
を
主
体
と
す
る
地

域
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
な
か
、
来
年
3

月
に
は
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
「
太
陽
光

発
電
施
設
（
仮
称
）」、
御
嶽
宿
内
に
は
「
街

道
み
た
け
交
流
館
（
仮
称
）」・「
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
、
新
た
に

3
つ
の
施
設
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
に
先さ

き
が駆
け
、
御
嶽
宿
内
に
あ
る
町

の
施
設
「
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
」
の
外
観
を
、

御
嶽
宿
の
景
観
に
調
和
し
た
も
の
へ
と
修

景
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
住
民
主
体
の
グ
ル
ー
プ
「
み

た
け
地
域
活
性
化
委
員
会
」
が
中
心
と
な

り
、
岐
阜
県
の
「
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

整
備
等
補
助
金
」
を
活
用
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
っ
た
外
観

に
板
を
貼
り
つ
け
た
り
、
格
子
を
取
つ
け

る
な
ど
の
工
程
を
経
て
、
雰
囲
気
あ
る
姿

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

★

「
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
」
の
修
景
を
お
こ
な
い
ま
し
た

★

「
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
」
の
修
景
を
お
こ
な
い
ま
し
た

▲ �商家竹屋に設置されている犬
矢来

� あゆみ館の送迎車両が新しくなりました！

　11 月 6 日（金）に、あゆみ館（新木野）の送
迎車両 2 台のうち 1 台が新しくなりました。あ
ゆみ館に通所する利用者のための送迎車両です。
　この自動車購入費（3,410,000 円）の一部に、
平成 19 年 12 月、可児市文化創造センターアー
ラで開催されました絵画展の収益からの寄付金
など（1,921,517 円）が充てられています。

　

さ
ら
に
、
宿
場
の
景
観
を
よ
り
統
一
し

た
趣

お
も
む
きに
で
き
れ
ば
と
、
御
嶽
宿
界か

い
わ
い隈
に
お

住
ま
い
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
灯と

う
ろ
う籠
と

■�問い合わせ：福祉課障がい福祉係　担当：寺
てらもと

本（内線 2122）

修景前

修景後イメージ

▲ �灯籠の完成予
想図

� ほっと みたけ　2009. 12



～ 未納となっている町税などがある場合は、
　　　　　　　　　　早めに納付してください ～
～ 未納となっている町税などがある場合は、
　　　　　　　　　　早めに納付してください ～

 

◎
水
道
使
用
料

 

◎
下
水
道
使
用
料

 

◎
下
水
道
受
益
者

負
担
金

 

◎
町
営
住
宅
家
賃

 

◎
保
育
料

 

◎
国
民
健
康保

険
税

 

◎
介
護
保
険
料

 

◎
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

 

◎
町
県
民
税

 

◎
固
定
資
産
税

 

◎
軽
自
動
車
税

税
な
ど
の
種
類

 

上
下
水
道
課

　
　
　

水
道
係

　
　
　

下
水
道
係

 

総
務
課 

住
宅
係

 

福
祉
課 

児
童
福
祉
係

 

保
険
長
寿
課

　
　
　

国
保
年
金
係

　
　
　

介
護
保
険
係

 

税
務
課 

収
納
係

担
当
窓
口

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
等
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
と
定
め
、
収
納
率
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
町

職
員
が
重
点
的
に
滞
納
世
帯
を
訪
問
し
、

納
税
を
催さ

い
そ
く促
し
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
て
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
町
税
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
役
場
で

早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
、
福
祉
や
教
育
・

道
路
整
備
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ

な
う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
担に

な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
滞
納
が
増

え
る
と
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
で
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
町
税
を
納
め
な
い
と
…

　

地
方
税
法
で
は
、「
納
税
者
が
督と

く
そ
く促

を
受

け
、
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、
町
は
滞
納

者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
付
が
遅
れ
る
と
、
本
税
以
外
に
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
を
含
め
た
滞
納
税
額
が
強

制
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
納
税
相
談
を
…

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不

振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的

に
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況

を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
分
割
納
付
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

12 月は、 町税 ・ 使用料などの

「滞納整理強化月間」 です！

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
収
納
係

　

担
当
：
井い

ざ
わ澤

・
大お

お
く
ぼ

久
保
（
内
線 

２
１
３
０
）

税務課収納係（内線 2130）

★ 

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す 

★

　

町
で
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
よ

り
納
め
や
す
い
よ
う
に
、
夜
間
の
納
付

と
納
税
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
12
月
7
日（
月
）～
11
日（
金
）

　

午
後
8
時
ま
で

●�
場
所
：
役
場　

各
課
担
当
窓
口

※�

納
税
・
納
付
な
ど
の
相
談
は
、
各
担
当

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12 月は、 町税 ・ 使用料などの

「滞納整理強化月間」 です！

�
税
に
関
す
る
作
品
に
つ
い
て

　

東
濃
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

税
に
対
す
る
関
心
と
正
し
い
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
目
的
で
、
小
・
中
学
生
の
「
税

に
関
す
る
作
品
」
を
毎
年
、
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
多
数
の
作
品
が
応
募
さ
れ
た

な
か
で
、
次
の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
優
秀

作
品
と
し
て
入
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
習
字
の
部
】

★
御
嵩
町
長
賞

　

田た
な
か中

万ま

り

な
里
奈
（
御
嵩
小
6
年
生
）

★
御
嵩
町
教
育
長
賞

　

長な
が
ぬ
ま沼

里り

さ咲
（
御
嵩
小
6
年
生
）

★
金
賞

　

伊い

さ

じ
左
治
春は

る
か香
（
御
嵩
小
5
年
生
）

★
銀
賞

　

生い
こ
ま駒

真ま

ゆ由
（
御
嵩
小
4
年
生
）

★
銅
賞

　

梅う
め
だ田

和か
ず
み美
（
伏
見
小
6
年
生
）

※
作
文
の
部
は
入
選
者
な
し
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
民
税
係

　

担
当
：
後ご

と
う藤

・
林

は
や
し

（
内
線 

２
１
５
５
）

�



　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
現

況
で
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

◎�

登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
、
減
失

登
記
を
し
て
い
な
い
と
き

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
町
の
家
屋
課
税
台
帳
か
ら
抹

消
さ
れ
ず
、
引
き
続
き
、
翌
年
度
以
降
も

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
持
ち
物
：
印
鑑

●
届
出
期
限
：
12
月
28
日
（
月
）

■��

届
出
先
／
問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
資
産
税

係　

担
当
：
長は

せ
が
わ

谷
川
（
内
線 

２
１
５
３
）

　

町
内
で
事
業
を
営
み
、
償
却
資
産
が
あ

る
個
人
や
法
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
固

定
資
産
税
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
…

★
次
の
手
続
き
が
対
象
と
な
り
ま
す

▼
個
人
町
県
民
税
（
特
別
徴
収
）

　

・
給
与
支
払
報
告
書

　

・
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書

　

・
退
職
所
得
に
係
る
納
入
申
告
書

　

・
所
在
地
名
称
変
更
届
出
書 

な
ど

▼
法
人
町
民
税

　

・
中
間
申
告
書
・
確
定
申
告
書

　

・
修
正
申
告
書
・
設
立
な
ど
の
異
動
届

　

な
ど

▼
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

　

・
全
資
産
申
告
書

　

・
修
正
申
告
書

　

・
増
加
資
産
／
減
少
資
産
申
告
書 

な
ど

★
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

　

ご
利
用
に
は
、事
前
利
用
届
（
初
期
登
録
）

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

【
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
】

　

社
団
法
人 

地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
８
‐
１
４
５
９

　
　

※
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金

【
申
告
内
容
に
つ
い
て
】

◎
法
人
・
個
人
町
民
税
は
…

　

�

税
務
課
町
民
税
係　

担
当
：
林

は
や
し

（
内
線 

２
１
５
５
）

◎
償
却
資
産
申
告
は
…

　

�

税
務
課
資
産
税
係　

担
当
：
土つ

ち
や谷
（
内
線 

２
１
５
３
）

税務課資産税係（内線 2153）・町民税係（内線 2155）

●�

申
告
期
間
：
平
成
22
年
1
月
4
日
（
月
）

～
20
日
（
水
）

■�

申
告
先
／
問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
資
産

税
係　

担
当
：
土つ

ち
や谷
（
内
線 

２
１
５
３
）

★
償
却
資
産
と
は
…

　

償
却
資
産
と
は
、
看
板
や
舗
装
な
ど

の
構
築
物
・
機
械
・
車
両
（
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す
）・
器
具
・
備
品

な
ど
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
12
月
14
日
（
月
）
か
ら
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
よ
る
町
税
の
電
子
申
告

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
主
に
、
事
業

所
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
オ

フ
ィ
ス
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
申
告
や
申
請
、
届
出
な
ど
の
手

続
き
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
い
る
複
数

の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
な
ど
を
一
度

に
お
こ
な
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

町
税
の
電
子
申
告
が　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

※�エルタックスは、地方公共団体で組織する「社団法人 地
方税電子化協議会」が運営する、地方税ポータルシステ
ムの呼称です。平成 21 年 12 月 14 日（月）からは、岐
阜県下全市町村で利用が可能になります。

電子申告のイメージ 

電子申告のイメージ 

町
税
の
申
告
・
申
請
・

届
出
は
、「
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
」
で
！

� ほっと みたけ　2009. 12



障がい者地域生活支援事業障がい者地域生活支援事業

メニュー紹介

福祉課障がい福祉係（内線 2122）

　地域生活支援事業は、町が地域や利用者の実情に応じて、障がい者のみなさんを支援する事業です。
障がいを持った人たちが地域のなかで快適に生活できるように、次のようなサービスをおこなっています。

� 

相
談
支
援
事
業

～
必
要
な
情
報
の
提
供
、

必
要
な
援
助
を
お
こ
な
い
ま
す
～

●�

内
容
：
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、

相
談
、
各
種
支
援
施
策
に
対
す
る
助
言
・

指
導
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

※
相
談
事
業
所
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

●�

対
象
：
相
談
支
援
を
希
望
す
る
、
ま
た

は
必
要
と
す
る
障
が
い

者
（
児
）

●
利
用
者
負
担
：
な
し

� 
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

～
日
常
生
活
に
関
す
る
支
援
・
家
事
に

対
す
る
必
要
な
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
～

●�

内
容
：

　

⑴�

実
施
方
法･･･

介
護
給
付
支
給
決
定
者

以
外
の
人
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に

関
す
る
支
援
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
、

本
人
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
居
宅
介
護

従
事
者
な
ど
が
居
宅
へ
訪
問
し
、
必

要
な
支
援
（
生
活
支
援
・
家
事
援
助
）

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

⑵�

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
上
限
時
間･･･

一ひ
と
つ
き月

の
利
用
上
限
時
間
は
、
15
時
間
と
し

ま
す
。

●�

対
象
：
障
が
い
認
定
区
分
が
非
該
当
で

あ
る
障
が
い
者
の
う
ち
、
日
常
生
活
に

関
す
る
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

●�

利
用
者
負
担
：
１
割
負
担

� 

移
動
支
援
事
業

～
外
出
の
た
め
の
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
～

●�

内
容
：
社
会
生
活
上
、
不
可
欠
な
外
出

お
よ
び
余よ

か暇
活
動
な
ど
、
社
会
参
加
の

た
め
に
外
出
す
る
際
の
移
動
を
支
援
し

ま
す
（
原
則
と
し
て
、
1
日
の
範
囲
内

で
用
務
を
終
え
る
も
の
に
限
る
）。

●�

対
象
：

　

⑴�

身
体
障
が
い
者･･･

屋
外
で
の
移
動
に

著い
ち
じ
るし

い
制
限
の
あ
る
視
覚
障
が
い
者
、

ま
た
は
全
身
性
障
が
い
者
お
よ
び
町

長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
人

　

⑵
知
的
障
が
い
者

　

⑶
精
神
障
が
い
者

　

⑷�

障
が
い
児･･･

屋
外
で
の
移
動
に
著
し

い
制
限
の
あ
る
視
覚
障
が
い
児
、
ま

た
は
全
身
性
障
が
い
児
、
ま
た
は
知

的
障
が
い
児
お
よ
び
町
長
が
特
に
必

要
と
認
め
る
児
童�

●�

利
用
者
負
担
：
1
割
負
担

� 
日
中
一
時
支
援
事
業

～
障
が
い
者
な
ど
の
家
族
の
就
労
支
援

お
よ
び
一
時
的
な
休
息
を
目
的
と
し
ま
す
～

●�

内
容
：

　

⑴�

日
中
に
お
い
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
障
が
い
者
支
援
施
設

な
ど
で
障
が
い
者
な
ど
に
活
動
の
場

を
提
供
し
、
見
守
り
、
社
会
に
適
応

す
る
た
め
の
日
常
的
な
訓
練
、
そ
の

他
町
長
が
認
め
た
支
援
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

⑵�

事
業
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

お
こ
な
い
ま
す
。

●�

対
象
：
日
中
に
お
い
て
、
在
宅
で
支
援

す
る
人
が
い
な
い
た
め
、

一
時
的
に
見
守
り
な
ど

の
支
援
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
障
が
い
者
（
児
）

●�

利
用
者
負
担
：
１
割
負
担

� 

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

～
自
立
支
援
用
具
な
ど
の

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
～

●�

内
容
：
補
装
具
以
外
の
ス
ト
マ
用
装
具
、

紙
オ
ム
ツ
な
ど
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
支
援
す
る
用
具
の
給
付
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

※�

介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る
福
祉
用
具

と
共
通
す
る
用
具
な
ど
は
、
介
護
保

険
か
ら
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

●�

対
象
：
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
児
）、

知
的
障
が
い
者
（
児
）、
精
神
障
が
い
者

で
あ
っ
て
、
当
該
用
具
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
人

●
利
用
者
負
担
：
１
割
負
担

�



～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

～

～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

～

福祉課障がい福祉係（内線 2122）・社会福祉係（内線 2120）

� �

重
度
心
身
障
が
い
者

社
会
参
加
助
成
事
業

～
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

●�

内
容
：
公
共
交
通
機
関
お
よ
び
自
動
車

を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
、

療
育
手
帳
Ａ
1
・
Ａ
2
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
級
・
2
級
の
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
で
、
在
宅
生
活
者
（
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

障
が
い
者
施
設
入
所
者
は
対
象
外
）

●�

助
成
額
：
月
額
１
、０
０
０
円

� 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

～
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の

派
遣
を
お
こ
な
い
ま
す
～

●�

内
容
：
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
な

ど
の
派
遣
を
お
こ
な
い
、
意い

し
そ
つ
う

思
疎
通
を

図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
人
と
そ
の
他

の
人
と
の
意
思
疎
通
を
仲
介
し
ま
す
。�

●�

対
象
：
聴
覚
、
言
語
機
能
、
音
声
機
能
、

そ
の
他
の
障
が
い
の
た
め
、
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
に
支
障
が

あ
る
障
が
い
者

●
利
用
者
負
担
：
な
し

� 

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
・

改
造
助
成
事
業

～
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

●�

内
容
：
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
お
よ

び
自
動
車
の
改
造
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
額
：
10
万
円
を
限
度

� 

血
液
透と
う
せ
き析

患
者
交
通
費
助
成
事
業

～
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
人
に

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

●�

内
容
：
公
共
交
通
機
関
お
よ
び
自
動
車

を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
の
じ
ん
臓
機

能
障
が
い
1
級
で
、
在
宅
生
活
者
（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
障
が
い
者
施
設
入
所
者
は
対
象
外
）

●
助
成
額
：
月
額
１
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

担
当
：
寺て

ら
も
と本
（
内
線 

２
１
２
２
）

★�

各
地
域
生
活
支
援
事
業
の
詳
し
い
内

容
お
よ
び
申
請
、ま
た
、訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
短
期
入
所

な
ど
）
や
入
所
施
設
、通
所
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
第
3
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
に
対

し
、
人
権
思
想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事

を
毎
年
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
務
省
と
全
国

人
権
擁よ

う
ご護

委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年
12

月
4
日
か
ら
こ
の
人
権
デ
ー
ま
で
の
1

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

意
識
の
普
及
・
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
に

お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
本

来
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、

こ
の
権
利
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
よ
り
幸

福
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
自
分
の
権

利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
権
週
間
中
に
下
記
の
と

お
り
、「
人
権
悩
み
ご
と
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

★
12
月
4
日
～
10
日
は
「
第
61
回 

人
権
週
間
」
で
す

★ 

人
権
悩
み
ご
と
相
談
所 

★

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
12
月
8
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
役
場
北
庁
舎
2
階　

　

第
2
研
修
室
・
第
3
研
修
室

氏　名 住　所 電話番号

安
あんどう

藤 靖
やすひこ

彦  美佐野 2934 67-2008

須
す だ

田 正
ま さ こ

子  御嵩 1139-2 67-0033

伊
い さ じ

左治 彪
たけし

 中 968-9 67-2659

生
い こ ま

駒はつよ  顔戸 432 67-3031

池
いけした

下みね子
こ

 比衣 560-206 67-3529

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

担
当
：
佐さ

と
う藤

（
内
線 

２
１
２
０)

「み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀
」　　
　

＜人権擁護委員（敬称略・順不同）＞

� ほっと みたけ　2009. 12



中山道みたけ館（電話 67-7500）

御
嵩
町
の
文
化
財

◆
可
児
川
電
気
発
電
所
の
は
じ
ま
り

　

こ
の
可
児
川
電
気
発
電
所
は
、
今
か
ら

約
１
０
０
年
前
の
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）

に
、
伊
羅
久
後
峡
を
流
れ
る
津
橋
川
の
急

流
を
利
用
し
て
発
電
し
よ
う
と
計
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

以
後
、
発
電
所
建
設
と
企
業
設
立
の
準

備
は
着
々
と
進
み
、
明
治
45
年
3
月
に
「
可

児
川
電
気
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
同
年
9
月
に
は
、
津
橋
地
内
に
貯
水

用
堰え

ん
て
い堤
と
取
水
口
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

取
水
し
た
水
を
美
佐
野
地
内
に
建
設
さ
れ

た
発
電
施
設
へ
送
る
水
路
が
完
成
し
、
電

灯
の
あ
る
暮
ら
し
が
こ
の
地
域
に
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
電
方
式
は
、
現
在
の
よ
う
な
ダ
ム
式

で
は
な
く
、
水
路
式
の
も
の
で
し
た
。
津

橋
地
内
の
伊
羅
久
後
峡
の
ほ
ぼ
始
点
に
設

け
ら
れ
た
貯
水
用
堰
堤
か
ら
美
佐
野
地
内

に
建
設
さ
れ
た
発
電
施
設
ま
で
、
延
長
約

５
７
２
メ
ー
ト
ル
、
落
差
約
40
メ
ー
ト
ル

と
い
う
土
管
を
利
用
し
た
水
路
が
設
け
ら

れ
、
２
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
量
で
電

力
供
給
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。

　

発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
気
は
、
上
之
郷

の
南
部
・
御
嵩
・
中
・
伏
見
・
広
見
（
現
可

児
市
）
へ
と
送
電
さ
れ
、
電
灯
を
灯と

も

し
ま
し

た
。
し
か
し
、
降
水
量
の
少
な
い
夏
季
や
冬

季
に
は
水
量
不
足
と
な
り
、
発
電
量
が
確
保

で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
水
量
確
保
の
た

め
、
取
水
口
か
ら
約
3
キ
ロ
上
流
に
水
力
調

整
用
の
貯
水
池
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
電
力
が
安
定
し
、
今
渡
・
土
田
・
兼

山
（
い
ず
れ
も
現
可
児
市
）
方
面
ま
で
電
力

供
給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

◆
わ
ず
か
5
年
で
…

　

こ
う
し
て
電
力
も
安
定
し
、
順
調
に
経

営
さ
れ
た
発
電
所
事
業
で
す
が
、
思
い
が

け
な
い
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

　

大
正
4
年
（
１
９
１
５
）、
降
り
続
い
た

豪
雨
の
た
め
、
満
水
と
な
っ
た
貯
水
池
の

堰
堤
が
決
壊
し
、
下
流
の
田
畑
が
飲
み
込

ま
れ
、
人
命
ま
で
奪
わ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
犠
牲
者
や
被
害
地
へ

の
補
償
、
低
下
し
た
電
力
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
な
ど
で
会
社
の
経
営
は
悪
化
し
、
大

正
7
年
（
１
９
１
８
）
に
は
犬
山
電
灯
と

合
併
、
可
児
川
電
気
株
式
会
社
は
そ
の
経

営
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し
た
。
送
電
開
始
か

ら
わ
ず
か
5
年
余
り
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
電
所
は
放
置
さ
れ
、
発
電

施
設
や
送
水
管
な
ど
の
面
影
は
全
く
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
貯

水
用
堰
堤
の
一
部
と
取
水
口
の
み
が
当
時

の
様
子

を
伝
え

て
い
ま

し
た
。

　

御
嵩
町
の
歴
史
の
な
か
で
こ
の
「
発

電
所
建
設
事
業
」
は
、
近
代
化
が
推
し

進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
、
地
元
の
人
々

の
熱
意
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。
災
害
に
よ
り
、
わ
ず
か
な

期
間
で
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
不

運
も
あ
り
ま
し
た
が
、い
ち
早
く
「
電
気
」

に
着
目
し
、
発
電
所
建
設
を
お
こ
な
っ

た
先
人
た
ち
の
先せ

ん
け
ん見
の
明め

い

と
実
行
力
は
、

私
た
ち
の
町
の
近
代
遺
産
と
し
て
語
り

継
ぐ
べ
き
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※�

取
水
口
の
遺い
こ
う構
は
、
津
橋
川
の
す
ぐ
隣
を

通
る
県
道
の
拡
幅
改
良
工
事
に
よ
り
解
体

さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
町
文
化
財
保
護

審
議
会
（
各か
か
む務
賢け
ん
し司
会
長
）
の
働
き
か
け

や
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
地
元
建
設
会
社

の
協
力
に
よ
り
、
今
年
4
月
に
元
の
位
置

か
ら
す
ぐ
近
く
の
現
在
の
場
所
に
移
設
・

復
元
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み
た
け
館　

　

担
当
：
大お

お
わ
き脇　

☎ 

６
７
‐
７
５
０
０

《
御
嵩
町
に

発
電
所
が
あ
っ
た
!?
》

　

上
之
郷
地
区
の
美
佐
野
か
ら

津
橋
へ
向
か
う
県
道
沿
い
に
、

伊い
ら
く
ご
き
ょ
う

羅
久
後
峡
と
い
う
渓け

い
こ
く谷

が
あ
り
ま

す
。
こ
の
伊
羅
久
後
峡
付
近
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
、
石
垣
の
よ
う
な
構
造

物
が
あ
り
ま
す
（
左
写
真
参
照
）。

　

こ
れ
が
何
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

実
は
、
こ
の
構
造
物
は
、
か
つ
て

御
嵩
町
内
に
あ
っ
た
発
電
所
「
可
児

川
電
気
発
電
所
」
の
取
水
口
を
移
設
・

復
元
し
た
も
の
で
す
。
御
嵩
町
に
も

発
電
所
が
あ
っ
た
と
聞
く
と
意
外
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲ �コンクリート水圧管と発電機械室

▲ �取水口付近の当時の様子
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さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

★
み
た
け
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

★
子
ど
も
防
災
教
室

生涯学習課生涯学習係（内線 2268）

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

◆

「青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
」
の
開
催

（
広
報
啓
発
部
会
）

　

10
月
31
日
（
土
）
に
中
公
民
館
で
、
御

嵩
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に

尽
力
さ
れ
、
現
在
も
ご
活
躍
の
個
人
や
団

体
の
表
彰
（
下
記
参
照
）、
専
門
部
会
や
地

区
協
議
会
な
ど
の
中
間
報
告
、
か
や
の
木

芸
術
舞ぶ

よ
う踊
学
園
「
舞
踊
ゆ
き
こ
ま
会
」
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
児
童
舞
踊
、「
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
活
動
」
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
地
域
の
お

と
な
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大
切
で
す
。

今
後
と
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲ �舞踊ゆきこま会のみなさんがかわいらし
い踊りを披露

▲ �防災倉庫のなかにある器具の説明を消
防団員にしてもらいました

氏名・団体名 表彰理由

山
や ま だ

田 宣
のりゆき

幸（古屋敷） 御嵩野球スポーツ少年団の活動を通して、青少年の健全育成に尽力

加
か と う

藤 秀
ひ で き

樹（伏見台） 御嵩柔道スポーツ少年団の活動を通して、青少年の健全育成に尽力

佐
さ ば し

橋 佳
よしずみ

住（古屋敷） 御嵩サッカースポーツ少年団の活動を通して、青少年の健全育成に尽力

馬
ま ぶ ち

渕 保
や す こ

子（可児市） 御嵩女子バレースポーツ少年団の活動を通して、青少年の健全育成に尽力

安
あんどう

藤 彰
あきろう

朗（南　町） 子ども会育成協議会の活動を通して、青少年の健全育成に尽力

ぞうのみみ  読み聞かせ活動を通して、青少年の健全育成に尽力（御嵩小学校）

うぐいす会  読み聞かせ活動を通して、青少年の健全育成に尽力（上之郷小学校）

� 表彰されたみなさん （敬称略 ・ 順不同）

◆
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動

▲ �顔戸八幡神社で、中山道みたけ館の学
芸員からお話を聞きました

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め

に
募
集
し
ま
し
た
絵
手
紙
は
、
全
部
で

２
３
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
な
か
か
ら
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
8
月
29
日
（
土
）
に
中

山
道
み
た
け
館
で
表
彰
式
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

※�

受
賞
者
の
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、

学
校
、
公
民
館
な

ど
に
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
伊い

さ

じ
左
治
（
内
線 

２
２
６
８
）

◆

「絵
手
紙
」
の
表
彰

� 

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】

　

浅あ
さ
の野

未み

く来
（
上
之
郷
小
4
年
生
）

【
優
秀
賞
】

　

伊い
と
う藤

実み
の
り梨

（
伏
見
小
1
年
生
）

　

古ふ
る
た田

優ゆ
う
み海
（
御
嵩
小
2
年
生
）

　

市い
ち
お
か岡

侑ゆ
う
や也
（
伏
見
小
3
年
生
）

　

髙た
か
ぎ木

未み

な奈
（
上
之
郷
小
5
年
生
）

　

渡わ
た
な
べ邉

千ち
ぐ
さ草
（
上
之
郷
小
6
年
生
）

　

松ま
つ
も
と本

千ち
ひ
ろ紘
（
共
和
中
1
年
生
）

　

水み
ず
の野

君き
み
こ子
（
十
日
市
場
）
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）・企画課企画調整係（内線 2224)

自分らしさを
実現できる町

男女共同参画の基本理念について

　男女共同参画が発足して 10 年が経ちました。
男女共同参画社会基本法は、5 つの基本理念と
なっています。
　①男女の人権の尊重
　②社会における制度または慣

かんこう

行についての配慮
　③政策などの立案および決定への共同参画
　④家庭生活における活動とほかの活動の両立
　⑤国際的協調
となっておりますが、まだ、男性社会的な面が強
いようです。
　今回、政権が民主党に変わり、社民党の福

ふくしま

島大
臣が『少子化・男女共同参画』の担当大臣になり
ましたが、みなさんは何を期待されるでしょう
か？

御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

　私は少子化問題が気になるのですが、子どもが
多くても安心して子育てができるような社会と、
年を老いても不安がない国をつくってもらいたい
と期待します。そうなればおのずと、男女共同参
画の基本理念も促進されていくのではないでしょ
うか。
　　　　　　　　御嵩町男女共同参画懇話会　　

　小
お が わ

川 邦
くにひこ

彦（南山台西）

■�問い合わせ：企画課企画調整係　担当：渡
わたなべ

辺　
（内線 2224）

　高校生と大学生が交流をおこないつつ、お互い、
得意な分野で協働しながら活動を続けています。
　ランチバッグ内での弁当箱固定方法のアイディア
検討から始まり、試作を重ね、8 月にはよってりゃ
あみたけ会場で試作品の展示およびアンケート調査
を実施した結果、全般に好意的な回答をいただきま
した。当日、ご協力いただいた住民のみなさんに改

★ らっぴーエコバッグ製
せいさくいいんかい

作委員会 ★
●代表者：朝

あ さ ひ

日 敏
としゆき

行　 　 ●会員数：35 名
●連絡先：日本福祉大学 社会福祉学部
　E メールアドレス p-50297 ＠ n-fukushi.ac.jp
●�団体の特徴：若者のアイディアを御嵩町の活性化

に生かすために今年度設立。今年度は新機能つき
エコランチバッグのモデル製作、町内授産所での
製造・販売に向けた具体化策の検討をおこなう予定
です。活動の主体は、東濃実業高校衣文化コース 3
年生、日本福祉大学社会福祉学科2年生の若者たち。

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：亀

かめやま

山（内線 2235）

地域づくりグループの

ご紹介 

地域づくりグループの

ご紹介 ④

めてお礼申し上げます。
　エコバッグの最終的なサイズは、コンビニ、スー
パーなどで 137 種類の弁当ケースの大きさ（縦、
横、高さ）を実測し、形状や内容物の種類などの
実態調査結果をもとに現在想定中です。今後、改
良を重ねつつ、1 月末ごろには、なんとか最終的
な形に持ち込むことを目標としています。
　住民のみなさんで、何か良いアイディアがあれ
ばお知らせください。さらに、授産所での製造・
販売をめざしています。縫製業などに詳しい方の
ご協力を期待しております。

▲ �よってりゃあみたけ
会場でのアンケート
調査の様子（日本福
祉大生）

▼ �試作モデルの説明の
様子（東濃実業高生）
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◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500 万円以上の入札物件について公表しています。
◆�入札結果などの詳細は、総務課契約管財係で閲覧できます。また、ホームページ「入札情報」のコーナーで

も公開中です。
■問い合わせ：総務課契約管財係　担当：井

いのうえ

上（内線 2214）

公共工事入札結果（平成 21 年 10 月分）

№ 工事名／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1
 町道上之郷 108 号線側溝改良工事

／上之郷地内 5,100,000 4,777,500 ㈲新井組 9 社 建設課
 平成 21 年 10 月 9 日～平成 22 年 1 月 22 日

2
 町道伏見 135 号線側溝改良工事／伏見地内

9,500,000 8,977,500 ㈲新井組 9 社 建設課
 平成 21 年 10 月 13 日～平成 22 年 2 月 22 日

3
 御嵩町低炭素まちづくり太陽光発電設置工事

／中地内 44,700,000 41,895,000
日本街路灯

製造㈱
2 社

まちづ
くり課

 平成 21 年 10 月 19 日～平成 22 年 3 月 19 日

4
 �御嵩町防災行政無線設備（同報系）親局操作
卓更新工事／町内全域 未公表 35,700,000

中央電子
光学㈱

廣見支店
4 社 総務課

 平成 21 年 10 月 19 日～平成 22 年 2 月 26 日

5
 町道四十八杉ケ崎線道路改良工事／御嵩地内

21,000,000 19,929,000 ㈱天野建設 7 社 建設課
 平成 21 年 10 月 19 日～平成 22 年 3 月 25 日

6
 街道みたけ交流館（仮称）施設整備工事

／御嵩地内 29,000,000 27,720,000 東海建設㈱ 1 社
まちづ
くり課

 平成 21 年 10 月 26 日～平成 22 年 3 月 26 日

総務課契約管財係（内線 2214）・農林課林務耕地係（内線 2173）

◇巨樹とは … 幹まわり 3 ｍ以上の樹木など（地上から 1.3m の位置で測る）
◇名木とは … 由緒由来や希少価値などがある樹木など
◇樹林とは … 野生鳥獣の営巣の場など、自然環境保全上、重要な価値がある樹林など

■問い合わせ：農林課林務耕地係　担当：荻
お ぎ そ

曽（内線 2173）

●所在地 ： 御嵩 （元町／津
つ し ま

島神社）

●樹種 ： イチョウ　　　

●推定樹齢 ： 350 年

●�サイズ ： 幹まわり　3.4m ／

　　　　　　　枝張り　15m ／樹高　23m

★ひとことメモ★

　近所の人のお話では、 何度も雷が

落ちたというこの木。 雷にも負けずた

くましく成長し、 今年もたくさんの実

（銀
ぎんなん

杏） をつけていました。 この辺りの

避
ひ ら い し ん

雷針的な存在なのかもしれません。

まさに、 ご針
し ん ぼ く

（神） 木！！

～ 御嵩町名木巡り ～　シリーズ「巨樹」～ 御嵩町名木巡り ～　シリーズ「巨樹」③
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★車田で稲刈り体験！　
　上之郷小学校 5 年生の 11 名が、学校田でもち米の稲
刈りをおこないました。学校田は、中心に杭

くい

を打ち、そ
れを囲むように苗を植える車田になっています。車田は、
昔から伝わってきた伝統的な水田です。
　この日は朝から晴天に恵まれ、絶好の稲刈り日和。初
めて稲刈りをする児童が大半でしたが、元ＰＴＡ会長の
山
や ま だ

田久
ひさかず

一さん（津橋）のお話を真剣に聞いたあと、稲刈
りをおこないました。最初は鎌

かま

を使いこなせず、悪戦苦
闘の子どもたちでしたが、しばらくすると上手に稲を刈
り取れるようになりました。子どもたちは、「昔のお百
姓さんの苦労がわかったよ」「たったこれだけの田んぼ
でも腰が痛いのに、昔の人はもっと少ない人数でもっと
たくさんの田んぼの稲刈りをしたんだからすごいなぁ」
などと感想を語っていました。
　収穫したもち米は、来年 1 月におこなわれる上小祭り
で販売し、その収益で全校に豚汁を振る舞う予定です。
子どもたちには、昔の農業を知る貴重な体験となった秋
の一日でした。（10 月 22 日）

★低炭素のまちづくり
包括連携協定の調印

　御嵩町と国立大学法人 岐阜大学（森
もり

秀
ひ で き

樹学長）は、これまでも個別の分野で
連携・協力を進めてきましたが、低炭素
のまちづくりなど、環境関連分野を中心
にこれまで以上に緊密な協力関係を築く
ため、包括的な連携協定を調印しました。
この協定は、低炭素のまちづくりを通し
て、多面的に活力ある地域社会の形成・
発展や未来を担

にな

う人材育成、さらに、町
民などの教育・文化活動など、地域貢献
に寄与することを目的としています。
　今後は、新エネルギー導入事業への技
術的サポートや講座の開催、イベント
への出展などがおこなわれる予定です。

（10 月 28 日）

★地元の良さを再発見！
東信が観光ガイドブックを発行・寄贈

　東濃信用金庫が、合併 30 周年記念事業の一環と
して、観光ガイドブック「いいとこ見つけた～おで
かけガイド 東濃＆周辺～」を発行し、50 冊を町に
寄贈してくださいました。このガイドブックは、地
元地域の隠れた名所の紹介と地域金融機関として、
地域振興への貢献を目的として発行されました。
　今回いただいたガイドブックは、名鉄御嵩駅にあ
る観光案内所や中山道みたけ館、役場まちづくり課
窓口などに置いてあります。ぜひ、利用いただき、
地元の良さをより深く知るため、再発見するために、
実際に訪れてみてはいかがでしょうか。（10月29日）

【訂正】ほっとみたけ11月号のまちの話題コーナーで、「ぽっぽかんにクラピアを！」の文中、誤りがありました。
　◎本文 1 行目：ぽっぽかん（新木野）で、通所者が → ぽっぽかん（顔戸北）で、通所者が
上記のとおり、訂正させていただきます。

▼ 森秀樹学長（左）と渡辺町長

▲ �平
ひらばやし

林伸
しん

常務理事管理統括本部長（左）
と渡辺町長
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楽しかったよ！ 電車遠足

　「わぁ～、赤い電車が来た！」
　「先生、あれに乗るの？」
　遠くに見える電車に、年長組のすいか組・めろん
組は大興奮！乗車してからも、「あっ、バロ－が見
えたよ！」「私の家、見えるのかな？」と電車から
見えるいつもと違った景色に、目を輝かせて話す子

どもたちが印象的でした。
　目的地の可児市の村木児童公園では、町内 4 つの保育園の年長児で集団
ゲ－ムをしたり、お弁当を食べたりして、交流を深めることができました。
楽しかったなかにも、電車内でのマナ－を知ること、駅や公園のル－ルを
守ることなど、大きな収穫もあった遠足でした。
　みなさんも名鉄広見線に乗って、いつもと違った気分を味わってみてく
ださい！新しい何かが、発見できるかも？？

▲ �電車が来るまで、座って待ちました。
早く電車、来ないかな！

中

保 育 園

★専門学校生が点字パンフレットを寄贈！！
　あじさい看護福祉専門学校（美濃加茂市）の
生徒 5 名が役場を訪れ、視覚障がい者のために、
自分たちで作成した町内の観光名所を紹介する
点字パンフレットを寄贈してくださいました。
贈られたものは、「みたけコレクション 御嵩町を
フィールドワークする」と題する観光ガイドブッ
クに基づいて作成された点字パンフレット 3 冊
です。介護福祉学科 2 年生が点字授業の一環で
観光ガイドブックの文章を点字用のパソコンソ
フトに打ち込み、印字して完成させたものです。
　このパンフレットは、名鉄御嵩駅にある観光
案内所などの観光施設や福祉施設に置くなど、
有効に活用させていただきたいと思います。
　あじさい看護福祉専門学校のみなさん、あり
がとうございました。（10 月 28 日）

▼ �御嵩口駅から新可児駅まで、電車に
乗ったよ。電車って楽しいね！

電車に乗って出かけましょう！

★「年
ねんりんもっこうじゅく

輪木工塾」開校！
　御嵩町シルバー人材センターのみなさん
が、廃材などを活用して木工作品を作る「年
輪木工塾」を開校しました。この木工塾は、
環境に配慮した新たな地域ブランドづくりや
地域活性化をめざした御嵩町Ｅ

え こ

ＣＯビジネス
創出実行委員会が、高齢者を対象に廃材利用
の木工教室として、シルバー人材センターと
上之郷の家具職人 笹

ささたに

谷益
ますよし

祥氏（綱木）を仲介
し、実現しました。
　今後は、笹谷氏を先生に、月 1 回のペース
で廃材の活用法を勉強していくということで
す。最初は鍋

なべしき

敷やコースターなどの小物から
スタートし、徐々に技術を高めていく予定で
す。何ができあがってくるか、楽しみですね。

（10 月 24 日）
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保健センター（内線 2194）

　保健センターでは、今年も健診が終わり、結果をお返ししているところです。みなさん、健診の結
果はいかがでしたか？会社などで健診を受けた人も今一度、結果を振り返ってみましょう。

　

食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
な
ど
で
、

糖と
う
に
ょ
う
尿
病
に
な
る
人
が
年
々
増
え
て
き
て
お

り
、
か
つ
て
の
結け

っ
か
く核

の
よ
う
に
「
国
民
病
」

と
も
い
わ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
御
嵩
町

で
も
健
診
を
受
け
た
人
の
10
人
に
1
人
は
、

病
院
で
の
受
診
が
必
要
な
状
況
で
す
（
平

成
20
年
特
定
健
康
診
査
結
果
よ
り
）。

　

今
回
は
、
御
嵩
町
で
も
急
増
中
の
糖
尿

病
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◆
あ
な
た
の
腹ふ
く
い囲

は
？

　

糖
尿
病
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
基
盤
は

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
で
す
。
内
臓
脂
肪
量
は
、

腹
囲
を
目
安
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
腹
囲
と
は
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
と
は

違
い
、
お
臍へ

そ

周
り
の
大
き
さ
の
こ
と
で
す
。

腹
囲
を
初
め
て
測
る
と
び
っ
く
り
す
る
人

が
多
い
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い

あ
り
ま
す
か
？

　

腹
囲
が
規
定
（
男
性
：
85
㎝
／
女
性
：

90
㎝
）
以
上
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
血
圧
・
血
糖
値
が
高
め
で

あ
る
こ
と
で
、
全
身
の
血
管
や
細
胞
へ
の

負
担
が
相
乗
的
に
大
き
く
な
り
、
脳の

う
こ
う
そ
く

梗
塞

や
心し

ん
き
ん
こ
う
そ
く

筋
梗
塞
な
ど
の
発
症
の
危
険
も
高
ま

り
ま
す
。

◆
糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
で

予
防
が
可
能
な
病
気
で
す
！

　

し
か
し
な
が
ら
、
痛
み
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
血
糖
値
が
高
か
っ
た
り
、

治
療
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま

ま
治
療
を
受
け
な
い
人
が
多
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
視
力
低
下
や
腎じ

ん

機
能
の
低
下
、

心
筋
梗
塞
な
ど
、
高
血
糖
が
続
き
、
全
身

の
血
管
・
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
前

に
、
適
切
な
血
糖
値
を
維
持
す
る
努
力
を

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

血
糖
値
が
高
い
人
・
腹
囲
が
大
き
い
人
・

太
り
気
味
の
人
は
生
活
を
見
直
し
、
改
善

の
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
遺
伝
的
要
素
も

あ
り
ま
す
の
で
、
血
縁
の
ご
家
族
に
血
糖

値
が
高
い
人
が
い
る
場
合
は
、
特
に
食
事

や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
た
生
活
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
に
て
、
空
腹
時
血
糖
値
・
Ｈ

ｂ
Ａ
1
ｃ
（
※
）
が
高
か
っ
た
人
は
、
詳

し
い
検
査
や
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
正
常
値
】

　

空
腹
時
血
糖 

… 

１
０
０
㎎
／
ｄ
ｌ
未
満

　

Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ 

… 

5.1
％
以
下

　

※�

Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
と
は
、
1
～
2
か
月
間
の

平
均
的
な
血
糖
値
を
表
す
数
値
で
す
。

◆�

糖
尿
病
は
、
症
状
が
進
ま
な
い
と
痛

く
も
か
ゆ
く
も
な
い
の
で
、
病
気
を

自
覚
す
る
こ
と
か
ら
し
か
予
防
は
で

き
ま
せ
ん
！

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
生

活
の
改
善
の
ほ
か
に
、
肥
満
の
解
消
や
毎

日
の
生
活
で
運
動
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

運
動
は
、「
会
話
を
し
な
が
ら
で
き
る
が
、

歌
を
歌
う
ほ
ど
の
余
裕
が
な
い
」
く
ら
い

の
有
酸
素
運
動
が
お
勧
め
で
す
。
糖
尿
病

の
リ
ス
ク
と
な
る
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
、

20
分
以
上
の
運
動
が
効
果
的
で
す
。
週
に

3
～
5
日
ほ
ど
、
血
糖
値
が
高
く
な
る
食

後
1
～
2
時
間
後
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

担
当
：
鈴す

ず
き木

（
内
線 

２
１
９
４
）

★ 

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
腹
8
分
目
で
食
べ
過
ぎ
な
い

・
野
菜
や
海
藻
類
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る

・�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る

・
3
食
規
則
正
し
く
食
べ
る

・�

食
塩
は
控
え
め
に
、
脂
肪
は
取
り
過

ぎ
な
い

・
適
正
な
体
重
を
保
つ

・
運
動
を
続
け
る

無理のない運動を続け

ましょう！

おなかいっぱい食べない

ようにしましょう！

御嵩町でも増加中！！

糖　　尿　　病
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高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
年
々
、

認に
ん
ち知
症し
ょ
う高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
85
歳
以
上
で
は
、

4
人
に
1
人
が
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
老

化
が
主
な
要
因
で
あ
り
、
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
御
嵩
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
不
安

を
お
持
ち
の
人
に
、
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
金
銭
管
理
・
法
的
行
為
な
ど
の

支
援
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
と
は
…

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

　地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172・2116)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

成せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

年
後
見
制
度
に
つ
い
て 

 　

体
操
教
室
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
（ 

12
月
・
1
月
分 

）

◎�

対
象
：
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

◇
御
嵩
公
民
館

●
日
程
：
12
月
11
日（
金
）・
1
月
8
日（
金
）

●
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

◇
老
人
憩
い
の
家
（
新
館
）

●
日
程
：
12
月
14
日（
月
）・
1
月
18
日（
月
）

●
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

◇
伏
見
公
民
館

●
日
程
：
12
月
2
日（
水
）・
1
月
13
日（
水
）

●
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

※�

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
、

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。お
茶
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
内
）

担
当
：
土つ

ち
も
と本

（
内
線 

２
１
１
６
）　

認知症の親
の不動産を
売りたい

◆
成
年
後
見
制
度
の
種
類

①
任
意
後
見
制
度

　
「
今
は
元
気
だ
け
ど
、
将
来
が
心
配
」

と
い
う
よ
う
に
、
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め

契
約
に
よ
り
決
め
て
お
く
制
度
。

②
法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
か
ら
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年
後
見
人
な

ど
が
選
ば
れ
る
制
度
。
こ
の
制
度
は
、

本
人
の
能
力
に
応
じ
、「
補
助
」「
保
佐
」

「
後
見
」
の
3
つ
の
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
。

【
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
】

★�

今
は
自
分
で
何
で
も
決
め
ら
れ
る
が
、

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
不
安
で
あ

る
。

　

➡�

公
正
証
書
に
よ
る
「
任
意
後
見
契

約
」

★�

と
き
ど
き
、
物
忘
れ
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
代
わ
り
に
し
て
く
れ
た
り
、

間
違
っ
た
と
き
は
教
え
て
ほ
し
い
。

　

➡
「
補
助
」
開
始
の
審
判

★�

と
き
ど
き
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

き
も
あ
る
が
、
契
約
な
ど
の
と
き
、

代
わ
り
に
判
断
し
て
く
れ
る
人
が
ほ

し
い
。

　

➡
「
保
佐
」
開
始
の
審
判

★�
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
き
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
契
約
な
ど
の
と
き
、

代
わ
り
に
判
断
し
て
く
れ
る
人
が
ほ

し
い
。

　

➡
「
後
見
」
開
始
の
審
判

い
な
ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成

年
後
見
人
な
ど
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本

人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
成
年
後

見
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
を
管

理
し
た
り
、
必
要
な
契
約
を
結
ん
だ
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
、

支
援
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
い

内
容
や
申
立
方
法
な
ど
の
ご
相
談
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
内
）

担
当
：
川か
わ
か
み上
（
内
線 

２
１
７
２
）　

家族の知らない間
に、親が悪徳商法の
被害にあっている

今は大丈夫だけど、
将来、認知症になっ
たとき、子どももい
  ないので心配…

親の面倒をみている
兄が、親の財産を無
断で使っている　　
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教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ　

⑧

学校教育課学校教育係（内線 2310）・生涯学習課生涯学習係（内線 2267）

教
育
の
窓
か
ら

　
　
「
家う
ち
ど
く読

」
で
深
め
る
家
族
の
絆

き
ず
な

　
「
こ
ん
な
達
成
感
を
味
わ
っ
た
の
は
久
し

ぶ
り
で
す
」

　

10
月
17
日
（
土
）
の
休
み
時
間
に
お
こ

な
っ
た
「
お
父
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
」
後

の
あ
る
父
親
の
感
想
で
す
。

　

伏
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
本
年
度
、「
家
読

で
深
め
る
家
族
の
絆
」
と
題
し
、
家
族
み

ん
な
で
読
書
を
お
こ
な
い
、
家
族
の
絆
を

深
め
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
冒
頭
の
父
親
の
家
庭
で
は
読
み

聞
か
せ
に
向
け
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
練
習

会
が
お
こ
な
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
父
親
を

心
か
ら
応
援
す
る
家
族
の
愛
情
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
活
動
を
進
め
る
う
ち
に
、

ほ
か
に
も
家
読
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
、

次
の
よ
う
な
感
想
が
保
護
者
や
児
童
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎�

親
子
で
図
書
館
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

◎�

父
親
と
子
ど
も
の
間
で
、
温
か
い
も
の

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　
　

自
然
を
満ま
ん
き
つ喫

「
秋
の
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
」

生
涯
学
習
編　
　

〜
生
涯
学
習
係
〜

生
涯
学
習
編　
　

〜
生
涯
学
習
係
〜

▲ �ごはんがなかなかつぶれないよ～！

　

10
月
25
日
（
日
）
に
土
岐
少
年
自
然
の

家
で
、『
家
族
そ
ろ
っ
て
、
子
育
て
に
参
加

し
よ
う
』
を
目
的
と
し
て
、「
秋
の
親
子
ふ

れ
あ
い
体
験
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
9
家
族

34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
古こ

だ
い
ま
い

代
米
を
す
り
鉢ば

ち

で
つ
ぶ

し
て
の
五
平
も
ち
作
り
を
し
、
で
き
あ
が
っ

た
五
平
も
ち
を
炭
火
で
焼
い
て
、
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
家

族
一
緒
に
緑
と
光
が
あ
ふ
れ
る
な
か
、
秋

を
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン

ゴ
」
を
散
策
し
な
が
ら
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
家
族
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎�

五
平
も
ち
作
り
は
意
外
と
力
仕
事
で
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
子
ど
も
の
姿
が
ほ
ほ

え
ま
し
か
っ
た
。

◎�

ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
、
う
れ
し
そ

う
に
拾
っ
て
い
た
顔
が
よ
か
っ
た
。

◎�
親
子
で
自
然
の
な
か
を
歩
く
こ
と
が
で

き
て
、
す
ご
く
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で

す
。

　

お
腹
も
心
も
大
満
足
♪
お
と
な
も
童
心

に
帰
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

学
校
教
育
編　
　

〜
伏
見
小
学
校
〜

学
校
教
育
編　
　

〜
伏
見
小
学
校
〜

た
。

◎
親
子
の
共
通
の
話
題
が
増
え
た
。

◎�

親
と
関
わ
る
時
間
が
持
て
、
安
心
し
て

眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
家

読
に
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

読
書
を
通
し
て
家
族
の
絆
を
深
め
て
い
く

取
り
組
み
が
、
御
嵩
町
全
体
に
広
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　たまにはゆっくり、

家族みんなで読書

をして、 家族の時間

や会話を増やしま

しょう！

▲ �古代米の五平もちは、丸くして焼き
ます

◀ �片付けも体験♪きれいになったよ！
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し尿くみ取り

年末 ・ 年始の業務案内

可茂聖苑 （火葬場）

運
営
日
程

年
末 12 月 30 日（水）まで

※ �12 月 31 日（木）・1 月 1 日（金）
は、火葬業務をお休みします。
年
始 1 月 2 日（土）から

申
し
込
み

　火葬の申し込みは、死亡届の届
出前に可茂聖苑（☎ 26-2622）
へ申し込みください。
●�申し込み時間：
　午前 8 時 30 分～午後 5 時
※ �12 月 31 日（木）・1 月 1 日（金）

も火葬申し込みは可。
※�時間外については、火葬の申し

込みができませんので、ご了承
ください。

※必ず、午前 8 時までに出してください。それ以降に出された場合は収集できません。
※�町で収集できないものは町の許可業者が取り扱いをしますが、有料となります。詳しくは、直接、

許可業者までお問い合わせください。　　■問い合わせ：㈱橋本　☎ 62-3310

燃えるごみ収集

日　程 収集地区

12 月 28 日（月）   中・伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉）地区 最終収集日　

12 月 29 日（火）   上之郷・御嵩地区 最終収集日　

12 月 30 日（水）   伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉以外）地区 最終収集日　

※ 12 月 31 日（木）～ 1 月 3 日（日）までの 4 日間は、収集作業を休止します。

1 月 4 日（月）   中・伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉）地区 収集開始日　

1 月 5 日（火）   上之郷・御嵩地区 収集開始日　

1 月 6 日（水）   伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉以外）地区 収集開始日　

申し込み最終日 12 月 11 日（金）まで 　（ただし、計画収集を
実施している場合は除く）申し込み開始日 1 月 4 日（月）から

申し込み
㈲御嵩衛生社　☎ 67-5576
　●申し込み時間：午前 8 時～午後 5 時
　●年末・年始の休み：12 月 29 日（火）～ 1 月 3 日（日）

役場窓口

運
営
日
程

年
末 12 月 28 日（月）まで

※ �12 月 29 日（火）～ 1 月 3 日（日）までの 6
日間は、役場は閉庁となります。

　死亡届は、担当職員の呼び出しに 40 分～ 1 時
間かかりますので、来庁される前にあらかじめ電
話連絡をしてください（ふだんの休業日も同様）。
年
始 1 月 4 日（月）から

申
し
込
み

　閉庁期間中の諸証明書（住民票、営業証明書、
車検用軽自動車税納税証明書）については、予約
発行ができますので、ご利用ください。
　住民票については、住民環境課住民係（内線 
2105）へ、その他の証明書は税務課町民税係（内
線 2155）へ、12 月 28 日（月）午前中までに
申し込みください。

住民環境課環境整備係（内線 2125）・住民係（内線 2105）
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相談名 日　程 時　間 場　所 備　考
　福祉課（内線 2122・2120）

 障がい者相談
 12 月 7 日（月）
 ※１月： なし  午後 1 時〜午後 4 時 あゆみ館  電話相談でも可能

 ☎ 68-0611

 人権相談  12 月 8 日（火）  午後 1 時〜午後 4 時 役場北庁舎 2 階
会議室

　社会福祉協議会（☎ 67-6710）

 くらしの相談  12 月 22 日（火） 午前 9 時 30 分〜正午 役場北庁舎 2 階
第 3 研修室

　住民環境課（内線 2103）

 消費者相談  12 月 16 日（水） 午後 1 時 30 分〜
午後 4 時

役場北庁舎 2 階
第 3 研修室  1 人 30 分の予約制

 行政相談  12 月 22 日（火） 午前 9 時 30 分〜正午 役場北庁舎 2 階
第 3 研修室

 法律相談  12 月 18 日（金） 午後 3 時〜午後 5 時
 午後 6 時〜午後 7 時

役場北庁舎 2 階
会議室

 ○�午後 4 時までに受付をし
てください。

 ○�午後 6 時以降の部は、前
日までに予約が必要。

　オアシス教室（☎ 67-7380）
 教育相談

 （不登校・いじめなど）

毎週月曜〜金曜日
（祝日を除く）  午前 10 時〜午後 3 時 オアシス教室

（中公民館内）

 臨床心理士による

　　　　 カウンセリング 

毎週水曜日
（祝日を除く）  午前 9 時〜午後 4 時 中公民館 2 階

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

　保健センター（内線 2193）

 精神保健福祉相談
 12 月 7 日（月）
 1 月 4 日（月）

 午後 1 時 30 分〜
午後 3 時 30 分 保健センター  予約制

 いきいき健康相談
毎週月曜日

（祝日を除く）
 午後 1 時〜

午後 4 時 30 分 保健センター

 母子健康手帳の交付
毎週金曜日

（祝日を除く）
 午後 1 時〜

午後 4 時 30 分 保健センター

12 月の相談日

情報ガイド情報ガイド

◆
多
重
債
務
１
１
０
番

　

県
で
は
、
偶
数
月
の
第
2
土
曜
日
に
、

無
料
相
談
会
「
多
重
債
務
１
１
０
番
」
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

日
時
：
12
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費
生

活
相
談
員

●
相
談
方
法
：

　

①�

面
接 

…
20
分
予
約
制（
12
月
1
日（
火
）

か
ら
受
付
、
先
着
23
名
）

　
　

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
岐
阜
市
薮
田
南
5
‐
14
‐
53
）

　

②�

電
話 

…
当
日
の
時
間
内
に
直
接
、
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
相
談
先
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
12
月
25
日

（
金
）
で
す
。

○
固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　
　

3
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

9
期
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

6
期
分

○
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

12
月
分

○
上
下
水
道
使
用
料　
　
　
　
　

11
月
分

　
　
　
（
口
座
振
替
日　

25
日
）

○
保
育
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃　
　
　
　
　
　

12
月
分

20
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　不燃ごみ（金物類・ガラス類）、
粗大ごみ（可燃・不燃）の収集日
をお知らせします。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷 12 月 10 日（木）
1 月 14 日（木）

御　嵩 12 月 9 日（水）
1 月 13 日（水）

中 12 月 11 日（金）
1 月 15 日（金）

伏　見 12 月 8 日（火）
1 月 12 日（火）

　分別収集日をお知らせします。
※�収集時間については、朝方の約１時間

程度です（例：午前７時～午前８時）。
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区 分別収集日

上之郷 12 月 6 日（日）
1 月 10 日（日）

御　嵩 12 月 13 日（日）
1 月 17 日（日）

中 12 月 20 日（日）
1 月 24 日（日）

伏　見 12 月 27 日（日）
1 月 31 日（日）

リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
12 月の開催日： 6 日（日）
1 月の開催日：10 日（日）

時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週火曜日

（年末年始・祝日を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

ごみ収集　　　　　

さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー
（
内
線 

２
１
９
３
）

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

●�

対
象
：
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と

な
っ
て
い
る
世
帯

　
�

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯
／
②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯

で
、
か
つ
、
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
／
③
社
会
福

祉
事
業
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

●
支
援
内
容
：

　

◎�

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
日
程
：
12
月
24
日
（
木
）

�

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー
（
午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分
）
／
バ
ロ
ー
御
嵩
店
（
午

後
1
時
～
午
後
4
時
）

●
日
程
：
12
月
29
日
（
火
）

�

場
所
：
ア
ピ
タ
御
嵩
店
（
午
前
9
時
～

午
後
4
時
）

■
問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
篭か

ご
は
し橋

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
工
業
統
計
調
査
の
お
願
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
目
的
を
持
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
、

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
12
月
・
1
月
の
祝
日
、
年

末
年
始
に
診
療
可
能
な
歯
科
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎�

12
月
23
日
（
水
）
：
ら
い
ん
歯
科

　

可
児
市
下
恵
土　

☎ 

６
０
‐
３
２
０
０

◎�

12
月
29
日
（
火
）
：
あ
い
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク

　

可
児
市
下
恵
土　

☎ 
６
１
‐
４
１
８
１

◎�

12
月
30
日
（
水
）
：
亀
谷
歯
科
医
院

　

可
児
市
広
見　
　

☎ 

６
２
‐
０
０
１
９

◎�

12
月
31
日
（
木
）
：
菱
川
歯
科
医
院

　

可
児
市
今
渡　
　

☎ 

６
２
‐
６
５
５
３

◎�

1
月
1
日
（
金
）
：
や
ま
む
ら
歯
科

　

可
児
市
東
帷
子　

☎ 

６
９
‐
０
７
５
２

◎�

1
月
2
日
（
土
）
：
う
か
い
歯
科

　

可
児
市
菅
刈　
　

☎ 

６
６
‐
０
３
７
８

◎�

1
月
3
日
（
日
）
：
渡
辺
歯
科

　

可
児
市
長
洞　
　

☎ 

６
５
‐
０
１
３
０

◎�

1
月
11
日
（
月
）
：
三
共
歯
科
医
院

　

可
児
市
下
恵
土　

☎ 

６
２
‐
４
４
８
８

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

　

◎�

ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
無
償
で
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
：
12
月
28
日
（
月
）

※�

支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受

信
契
約
を
結
び
、
受
信
料
の
全
額
免
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
の
清
算
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※�

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
支
援
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
12
月
29
日
以
降

の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
実

施
予
定
で
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
総
務
省
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０
／
企
画

課
情
報
推
進
係　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉
（
内
線 

２
２
２
８
）
／
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

担
当
：
近こ

ん
ど
う藤
（
内
線 

２
１
２
３
）
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調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
る
統
計
調
査
員

が
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
製
造

事
業
所
の
み
な
さ
ん
は
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
情
報
推
進
係

　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

（
内
線 

２
２
２
８
）

◆�

12
月
11
日

（
金
）
～
20
日

（
日
）
は
、

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
実
施

期
間
で
す

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
「
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
」

【
運
動
の
重
点
】

　

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

◎�

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

講　

座

◆
味み

そ噌
づ
く
り
体
験

　

農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で
は
、
味
噌

づ
く
り
体
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ご
自
分

で
、
最
初
か
ら
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
程
：
平
成
22
年
2
月
7
日
（
日
）
／

13
日
（
土
）
／
21
日
（
日
）

　

※
同
じ
内
容
で
3
回
開
催
し
ま
す
。

広　

告

※財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

●�

時
間
：
午
前
10
時
～
正
午
頃

●�

場
所
：
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
（
み
た

け
の
森
内
）

●�

内
容
：
地
元
で
と
れ
た
大
豆
を
使
い
、

こ
う
じ
味
噌
を
仕
込
み
ま
す
。
自
分
で

つ
く
る
喜
び
と
懐な

つ

か
し
い
味
わ
い
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
人
に

は
、
最
初
の
工
程
か
ら
教
え
ま
す
。

●�

定
員
：
各
15
名
（
先
着
順
）

●�

参
加
料
：
３
、０
０
０
円
（
7
㎏
）

　

※�

大
豆
の
相
場
に
よ
っ
て
変
更
が
あ
り

ま
す
。

　

※�

容
器
の
な
い
人
は
、有
料
（
５
０
０
円
）

で
用
意
し
ま
す
。

●�
申
込
方
法
：
農
林
課
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
政

係　

担
当
：
竹た

け
む
ら村

（
内
線 

２
１
６
４
）

催　

し

◆
ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

　

町
で
は
、
下
呂
温
泉
「
み
の
り
荘
」、
ユ

ニ
ク
ロ
「
オ
バ
ハ
ン
下
着
編
」
の
Ｃ
Ｍ
で

お
な
じ
み
の
漫
才
師 

辻つ
じ

イ
ト
子こ

さ
ん
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
12
月
6
日
（
日
）

　

�

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
（
受
付
は

午
後
1
時
～
）

●
場
所
：
中
公
民
館
3
階
大
ホ
ー
ル

●�

演
題
：
「
笑
い
と
明
る
さ
で
心
に
ゆ
と
り

を
！
」

私が担当します
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※�

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要

で
す
（
4
地
区
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学

習
課
で
配
布
し
ま
す
）。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

☆�

バ
ザ
ー
同
時
開
催
（
婦
人
団
体
協
議
会

主
催
）
時
間
：
正
午
～
午
後
1
時
30
分

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
２
６
８
）

◆
第
30
回

「迎
春
の
会
」

　

２
０
１
０
年
の
初
日
の
出
を
城
址
公
園

で
迎
え
、
新
年
の
誓
い
と
み
な
さ
ん
の
幸

せ
を
祈
願
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
：
平
成
22
年
1
月
1
日
（
金
）

　

午
前
6
時
45
分
～
午
前
8
時

●
場
所
：
御
嵩
城
址
公
園

●
内
容
：
抽
選
会
、
豚
汁
の
無
料
配
布

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
２
６
８
）

◆
平
成
22
年

「成
人
式
」

　

町
で
は
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
た
め
、
成
人

式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
日
時
：
平
成
22
年
1
月
10
日
（
日
）

　

◎
受
付
：
午
後
1
時
～

　

◎
式
典
：
午
後
1
時
30
分
～

●
場
所
：
中
公
民
館

●�

対
象
：
平
成
元
年
4
月
2
日
～
平
成
2

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

�

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
12
月
10

日
（
木
）
に
発
送
し
ま
す
。
案
内
が
届

か
な
い
人
は
至
急
、
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒
（
内
線 

２
２
６
８
）

募　

集

◆
御
嵩
町
消
防
団
員

　

御
嵩
町
消
防
団
で
は
、
平
成
22
年
4
月

入
団
の
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
消
防

団
は
、
一
番
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
地
域
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
の

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

●��

募
集
要
件
：

　

◎�

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
人

　

◎
18
歳
以
上
の
人

　

◎�
禁
固
な
ど
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
な
い
人

　

◎
心
身
と
も
に
健
全
な
人

※�

審
査
に
よ
り
、
入
団
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●�

申
込
期
限
：
平
成
22
年
1
月
15
日
（
金
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
総

務
課
行
政
係　

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
２
０
８
）

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

防
衛
省
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
特
別
職
国
家
公
務
員
「
生
徒
」
と
い

う
身
分
で
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
、

高
等
学
校
の
教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。

●�

応
募
資
格
：
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
（
見
込
み
含
む
）
者

●�

受
付
期
限
：
平
成
22
年
1
月
8
日
（
金
）

☆
試
験
日
：
平
成
22
年
1
月
23
日
（
土
）

☆�

試
験
場
所
：
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
（
各

務
原
市
）

☆�

試
験
内
容
：
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
・
作
文

※�

志
願
書
類
は
、
自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域

事
務
所
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
自
衛
隊
美
濃
加

茂
地
域
事
務
所　

☎ 

２
５
‐
７
４
９
５

◆
放
送
大
学
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
4
月
の
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
放
送
に
よ
り
授
業
を
お
こ
な
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
無
料
で
資
料
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

募
集
の
種
類
：
教
養
学
部
（
6
か
月
、

1
年
間
、
4
年
以
上
在
学
）
／
大
学
院

（
6
か
月
ま
た
は
1
年
在
学
）

●
出
願
期
限
：
平
成
22
年
2
月
28
日
（
日
）

※�

大
学
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�
資
料
請
求
先
／
問
い
合
わ
せ
：
放
送
大

学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー　

〒
５
０
０
‐

８
３
８
４　

岐
阜
市
薮
田
南
5
‐
14
‐
53

☎ 

０
５
８
‐
２
７
３
‐
９
６
１
４

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://

w
w

w
.u-air.ac.jp

◆
統
計
調
査
員

　

町
で
は
、
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●�

仕
事
内
容
：
調
査
対
象
で
あ
る
世
帯
や

事
業
所
な
ど
に
調
査
票
の
配
付
／
調
査

票
の
回
収
・
点
検
・
整
理　

な
ど

●��

募
集
要
件
：
20
歳
以
上
で
調
査
活
動
の

で
き
る
健
康
な
人
／
調
査
内
容
の
秘
密

を
守
れ
る
人
／
税
務
、
警
察
、
選
挙
に

直
接
関
係
の
な
い
人

●
募
集
期
間
：
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
情
報
推

進
係　

担
当
：
小お

ぐ
り栗

（
内
線 

２
２
２
７
）

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス toukei@

tow
n.

m
itake.lg.jp

広　

告
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情報ガイド情報ガイド

◆平成 22 年度 「御嵩町放課後児童クラブ」 入部者募集！

　平成 22 年 4 月からの放課後児童クラブ入部者を募集します。お子さんを入部させた
い保護者は、学校教育課まで申し込みください。
※現在入部している場合も、新たに申し込みが必要です。

●�入部要件：保護者、親族などが就労などの理由で昼間家庭にいない、小学校 1 年生か
ら３年生までの児童

●時間：平日 … 児童の下校時間～午後 6 時
　　　　土曜日・夏休み・冬休み・春休み … 午前 8 時～午後 6 時
●�休業日：日曜日、祝日、年末年始（12 月 28 日～翌 1 月 5 日）および町長が必要と認めた日
●利用料：月額　1 人 4,000 円　
　※入部時に保険料（年間 1,100 円）が別途必要です。
●定員：御嵩小学校区（2 クラス）：各 40 名／伏見小学校区：40 名
　※審査のうえ、入部を決定させていただきます。
●提出書類：入部申請書、就業証明書（就労している家族全員分）
　※�申請書類は、教育委員会学校教育課窓口または各児童クラブにあります。また、ホームページからも

ダウンロードできます。
●提出期限：平成 22 年 1 月 15 日（金）
◎�教育委員会では、児童の健全な育成のために、放課後はできる限り家庭（親族など）

や地域の温もりのなかで過ごしていただくことが望ましいと考えています。

■�申込先／問い合わせ：学校教育課学校教育係　担当：鍵
かぎやま

山・纐
こうけつ

纈（内線 2263・
2310）

◆ 「日本年金機構」 が来年１月１日からスタート！

～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします～

　国民のみなさんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現をめざし、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日
本年金機構」として生まれ変わります。

◎�現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口
として引き続き、ご利用いただけます。

◎�日本年金機構の設立に伴い、国民のみなさんに何らかの手続きをしていただくことは一切ありませんの
で、ご安心ください。

◎�日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いでおこなうこととなりますが、公的年金
制度は国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことについては、これまでと変わりま
せん。

社会保険庁

日本年金機構

厚生労働省

公的年金の運営業務

公的年金の　　　　
財政責任・運営責任

  廃 止

平成 22 年 1 月 1 日

■�問い合わせ：保険長寿課国保年金係　担当：水
み ず の

野（内線 2107）
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★ 親子教室のご案内（会員制）★
　申し込んだコースに参加してください。
◆コース：
　◎りんごコース（2 歳児）

1 月 19 日（火）、29 日（金）人形劇観賞
　◎さくらんぼコース（0、1 歳児）
　　12 月 15 日（火）、18 日（金）人形劇観賞

情報ガイド情報ガイド

＜伏見児童館＞
5 日（土）クリスマス会　　　　　　午後 1 時 30 分
9 日（水）ひよこタイム（クリスマス会）　　

午前 10 時 30 分
12 日（土）みんなで遊ぼう（大なわとび）　午後 1 時 30 分
16 日（水）お母さんの手作りクラブ（おもちゃ作り）

午前 10 時 30 分
19 日（土）おやつ作り（クッキー作り）　　　　　　

①午後 1 時 30 分、②午後 3 時
25 日（金）お正月かざり作り　　　　午後 1 時 30 分
26 日（土）大掃除＆ごくろうさん会　 午後 1 時 30 分
★閉館日：12 月 27 日（日）～ 1 月 5 日（火）

★★ 12 月の予定★★

中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

子育て支援センター

＜中児童館＞
3 日（木）ひよこタイム（クリスマスかざり作り）

午前 10 時 30 分
5 日（土）クリスマス会　　　　　　午後 1 時 30 分

10 日（木）ひよこタイム（クリスマス会）　　
午前 10 時 30 分

12 日（土）ガラス絵かき＆壁面かざり作り 午後 1 時 30 分
17 日（木）ひよこタイム（干

え と

支かざり作り）午前 10 時 30 分
19 日（土）お正月かざり作り　　

①午前 10 時、②午後 1 時 30 分
※お母さんの手作りクラブ同時開催　　

25 日（金）大掃除＆子ども忘年会　 　 午後 1 時 30 分
★閉館日：12 月 5 日（土）午前、27 日（日）～ 1 月 5 日（火）

◎ 育児相談　月曜〜金曜日（午前 9 時〜午後 5 時）
　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお
出かけください。電話もお待ちしています。

★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い ★
　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援
センターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、
子どもと遊びながらストレスを発散しましょう。 
◆日時：毎週月曜日　午前 10 時〜午前 11 時 30 分

＜ 1 月の予定＞
◎ 18 日：�栄養士の話

身体測定
◎ 25 日：春のお茶会
　※要申込（30 組）

申

参

申

参･･･要申込 ･･･要参加料

ぽっぽかん
☎ 67-5221

開館時間：午前 10 時～午後 5 時

開館時間：
午前 9 時～午後 5 時

申

参

申

参

★ 12 月の園庭開放 ★
◆時間：午前 10 時〜午前 11 時 30 分

　※巡回子育て相談はありません。

◎ 3 日（木）御嵩保育園　◎ 10 日（木）伏見保育園
◎ 17 日（木）中保育園　◎ 24 日（木）上之郷保育園

申

参

申

参

休館日：日曜日・祝日

申

参

申

参

申

参

ネイチャーアート

　まつぼっくりやどん
ぐりなど、自然のなか
から見つけた材料で、
夢いっぱいのとても楽
しい作品ができまし
た。　　（伏見児童館）

＜ 12 月の予定＞
◎ 7 日：もちつき
◎ 14 日：�保健師の話

身体測定
◎ �21 日：クリスマス会＆

グッズ作り
　※要申込（70 組）

★“おはなしの広場”に来てね ★
　紙芝居や絵本に親しみ、情緒豊かに育てましょう。
貸し出しもおこなっています。
◆日程：12 月 9 日（水）・1 月 13 日（水）
◆時間：午前 10 時 30 分〜午前 11 時 30 分
★� �読み聞かせは毎日、午前 11 時 30 分

からおこなっています。ご利用くだ
さい。

申

参

申

参
申

参

＜中・伏見児童館合同行事＞
12 日（土）上之郷移動児童館「クリスマス会」　　　
　　　時間：午後 1 時～　場所：上之郷公民館

申

参

申

参

★ 12 月 28 日 （月） ～ 1 月 6 日 （水） はお休みします。

申

参

申

参

申

参

申

参
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　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

髙 橋 明 子  66 歳（木 の 下）髙 橋 　 明

日比野君子  86 歳（新 町）日比野克昭

髙 津 　 録  84 歳（ 里 ）髙 津 康 孝

木 村 松 代  91 歳（栢 森）木 村 正 高

川 嶋 昌 子  68 歳（若宮町 2）川 嶋 和 男

小 栗 良 行  78 歳（伏 見 台）小 栗 正 好

柴 山 里 江  87 歳（大 庭 台）柴 山 昌 紀

鍵 谷 博 康  58 歳（北 屋 敷）鍵 谷 　 潤

松 川 勝 永  52 歳（元 町）松 川 遼 哉

奥 村 英 二  77 歳（新 木 野）奥 村 雄 二

荒田登美江  69 歳（板 良 町）渡辺こず枝

橋 本 　 孝  106 歳（新 町）橋 本 　 晃

山 本 昭 子  78 歳（長 岡）山 本 　 葵

宮 嶋 典 男  88 歳（赤 坂）宮 嶋 和 男

野 井 ミ ツ  86 歳（南山台西）野 井 浩 代

古木美和子  81 歳（顔 戸 北）古 木 純 司

水 野 公 治  69 歳（新 木 野）金 村 敬 子

藤 田 春 代  82 歳（井 尻）藤 田 正 樹

児玉ふみ子  77 歳（西 田）鵜飼羽津美

12 月の休館日12 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

7 日（月）、14 日（月）、15 日（火）、
21 日（月）、25 日（金）、28 日（月）
～ 31 日（木）

◆ キッズ・シアター（ビデオ上映）
　「くるみ割り人形」
●日時：12 月 19 日（土）
　午後 2 時〜午後 3 時 35 分
●場所：1 階研修室

◆ わくわくたいむ（おはなしかい）
●�日時：12 月 5 日（土）、12 日（土）、

26 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば（読み聞かせ）
　赤ちゃん絵本の読み聞かせと本の
紹介などをおこないます。
●�日時：12 月 22 日（火）
　午前 10 時 30 分〜午前 11 時 30 分
●場所：おはなしのへや

◆ 竹屋資料館ミニ展示
　「紙ひも作品展」

★ ★　12 月の予定　★ ★

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「オリジナルカード・年賀状展」
　クリスマス・お正月にちなみ、グ
リーティングカードや年賀状の本や
作り方を紹介します。
●期間：12 月 27 日（日）まで
●場所：1 階エントランスホール

開
館
時
間

中 山 道
み た け 館

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝祭日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
　http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
竹屋資料館　　 ☎（0574）67-5704

●�期間：12 月 12 日（土）まで
●場所：竹屋資料館主屋
●協力：池

いけした

下貴
き え こ

重子さん

◆ 竹屋資料館ミニコンサート
　ハンドベル同好会によるベルコン
サートをおこないます。美しい音色を
聴いてみませんか？
●�日時：12 月 20 日（日）
　午前 10 時 30 分～正午
●場所：竹屋資料館主屋

※�年末年始は、12 月 28 日（月）～
1 月 4 日（月）まで休館します。

＜ 平成 21 年 10 月分
　　　　　　　受付（敬称略）＞

■問い合わせ：住民環境課住民係
　担当：伊

い さ じ

佐次（内線 2105)

　    婚姻者名　　　   住　　所

　山 口 　 薫（新 町）
　荻 野 朋 子（可 児 市）

　林 　 広 行（可 児 市）
　猿 渡 　 恵（共 和 台）

　伊佐治政紀（中 町）
　小 川 博 美（南山台東）

　加 藤 飛 太（本 郷）
　長 江 友 美（瀬 戸 市）

　松 原 弘 一（新 町）
　市 川 理 恵（可 児 市）

ご結婚
　　おめでとう

（
（
（
（
（

	     出生児名           自治会名         保護者名

土
と さ

佐 和
か ず き

輝（元 町）

アンドウニコリ（西 田）

井
い の う え

上 絢
あ や と

斗（大 庭 台）

池
い け い ど

井戸悠
ゆ う ま

馬（大 庭）

生
い こ ま

駒幸
こ う し ろ う

志郎（伏 見 台）

古
ふ る た

田 愛
か な と

翔（愚 渓 町）

鍵
か ぎ や

谷 静
し ず か

花（東 町）

小
お ぐ り

栗 颯
そ う す け

介（大 庭）

山
や ま し た

下 瑠
る あ

愛（本 郷）

土
つ ち も と

本 祐
ゆ い

衣（春 日 町）

鍵
か ぎ や

谷 頼
ら い と

虎（板 良 町）

纐
こ う け つ

纈 悠
ゆ づ き

月（古 屋 敷）

お誕生
　　おめでとう

ロエル
ジェニファー
貴　喜
由　美

栄一郎
智　子

雄　太
智佐子
利　幸
紘　乃
浩　司
奈　緒

健　二
晶　子
竜　二
かおり

　正　
純　子

晃　裕
ゆ　か
和　広
ゆかり
吉　将
仁　美

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

小 栗 崇 行  44 歳（本 郷）小 栗 美 香

吉田みつゑ  82 歳（ 洞 ）吉 田 勝 由

お悔やみ
　申し上げます
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★丸山を町の新しいシンボルに！
　井尻の稲荷神社がある丸山で、御
嵩町商工会上之郷支部（天

あ ま の

野和
かずたか

孝支
部長）や井尻自治会のみなさんなど
50 名が参加し、景観整備事業をはじ

めました。この事業は、商工会が地域貢献と丸山を町・地域の
シンボルのひとつにすることを目的に、今後、毎週日曜日に下
刈り・間

かんばつ

伐・花や木の植栽などがおこなわれる予定です。
　みなさんもぜひ、一緒にやってみませんか。（11 月 1 日）

※今月の「町長月記」はお休みします。

シリーズ

名
鉄
広
見
線
に
乗
ろ
う
！

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
10
月

9
日
（
金
）
に
、
上
之
郷
保
育
園
・
御

嵩
保
育
園
・
中
保
育
園
・
伏
見
保
育
園

の
年
中
さ
ん
約
90
人
が
、
名
鉄
広
見
線

を
利
用
し
、
新
可
児
駅
構
内
で
い
ろ
い

ろ
な
電
車
を
見
学
す
る
「
電
車
遠
足
」

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
駅
員
さ
ん
に
手
を
添

え
ら
れ
、
順
番
に
電
車
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
御
嵩
駅
か
ら
新
可
児
駅
ま
で
の

約
10
分
間
、
窓
か
ら
飛
び
込
ん
で
く
る

見
慣
れ
た
沿
線
の
景
色
や
一
緒
に
乗
り

合
わ
せ
た
乗
客
の
人
た
ち
と
の
お
話
を

楽
み
ま
し
た
。
新
可
児
駅
で
は
約
1
時

間
、
駅
員
さ
ん
の
案
内
で
駅
を
発
着
す

る
い
ろ
い
ろ
な
電
車
を
見
学
し
ま
し
た
。

～ 

保
育
園
児
た
ち
が

「電
車
遠
足
」
を
体
験
！

電
車
に
乗
る
の
っ
て
楽
し
い
ね
！！ 

～

　

ま
た
、
10
月
20
日
（
火
）
に
は
、
年

長
さ
ん
約
１
０
０
人
が
新
可
児
駅
ま
で

電
車
に
乗
り
、
可
児
市
の
「
村
木
児
童

公
園
」
ま
で
遠
足
へ
出
か
け
、
同
じ
よ

う
に
約
10
分
間
の
電
車
の
旅
を
楽
し
み

ま
し
た
。
年
長
さ
ん
も
年
中
さ
ん
も
、

公
共
の
乗
り
物
や
場
所
、
施
設
で
の
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
先
生
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
電

車
遠
足
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
電
車
を
み

ん
な
で
乗
っ
て
残
し
ま
し
ょ
う
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係

　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺
（
内
線 

２
２
２
４
）

▲ �やさしい駅員さんに電車に乗せ
てもらったよ！

▲ �電車のなかでは、おばあちゃんとお
しゃべりしたり、知ってる場所も見
つけたよ！

★建設会社のみなさんがまちをきれいに！
　国道 21 号からグリーンテクノみたけ、平芝工業団地周辺で、
町内の建設会社 11 社で構成される御嵩町安全協議会（天

あ ま の

野
和
かずたか

孝会長）のみなさんと役場建設課職員による清掃奉仕作業が
おこなわれました。当日は 50 名の参加があり、路肩や側溝に
投棄されているごみや空き缶など、2 トン車 1 杯分を回収しま
した。この奉仕作業は、毎年実施されています。
　中

なかしま

島康
や す お

雄副会長は清掃前に、「安全協議会の事業計画のなか
で町道の清掃をおこない、環境保全の一環として町と協力し、
協議会の発展を願うものですので、協議会員の皆様のご協力を
お願いしたい」と話されました。（11 月 7 日）



【作り方】
①�里いもは洗って皮をむき、一口大に切って、さっ

とゆでておく。にんじんとれんこんは皮をむい
て半月切りにする。干ししいたけは水で戻し、
1/4 くらいにそぎ切りにする（戻し汁は残して
おく）。鶏肉は皮を除いて一口大に切る。ねぎ
としょうがはみじん切りにする。

②�鍋に油を熱し、ねぎ、しょうがを加え、鶏肉を
炒める。にんじん、れんこん、干ししいたけも
加えて炒める。里いもも加える。

③�だし汁、調味料を入れ、煮汁がなくなるまで煮
る。

④�チンゲン菜はさっとゆでて 3 ㎝くらいに切り、
最後に混ぜる。

【１人分の栄養価】

 

町の人口と世帯（2009.11.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,614 人（－ 11）

　　　 男　 9,646 人（－ 10）

　　　 女　 9,968 人（－ 1）

　　 世帯  6,860 世帯（＋ 11)
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広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球に優しい大豆油を使用したインキで印刷されています。

携帯版ホームページ
は、この QR コード
でご覧になれます。

表　

紙　

か　

ら

　

２
０
０
９
年
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

　

表
紙
で
は
、
町
内
で
お
こ
な

わ
れ
た
お
ま
つ
り
を
写
真
で
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
左
上
の

写
真
は
「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」（
4

月
）、
右
上
は
「
み
た
け
の
森
ま

つ
り
」（
5
月
）、
左
下
は
「
よ
っ

て
り
ゃ
あ
、
み
た
け
」（
8
月
）、

右
下
は
「
顔
戸
八
幡
神
社
祭
礼
」

（
10
月
）
の
様
子
で
す
。
ど
の
お

ま
つ
り
も
、
御
嵩
町
で
昔
か
ら

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
町
を
代
表

す
る
お
ま
つ
り
で
す
ね
。
み
な

さ
ん
は
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

来
年
も
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

【材料】（1 人分）

里いも 60 ｇ
にんじん・れんこん 各 20 ｇ
干ししいたけ            2 ｇ
鶏もも肉 50 ｇ
ねぎ 6 ｇ
しょうが 3 ｇ
油 小さじ 1/2
だし汁 30 ㏄

（干ししいたけの戻し汁と合わせて）
砂糖・しょうゆ 各小さじ 1
酒　　　　小さじ1と1/5
チンゲン菜 20 ｇ

今月の健康料理 「里いもと鶏
とりにく

肉の炒
いた

め煮
に

」

★ワンポイントメモ★　里いもの独特のぬめりは、「ガラクタン」や「ムチン」という成分によるものです。ガラクタンは、血圧やコレステロールを下げる効果や脳を活性化させる効果があるといわれています。ムチンには、胃や腸の潰
かいよう

瘍を予防し、肝臓を強化する効果があります。

エネルギー たんぱく質 カルシウム 食物繊維 塩分
167kcal 11.8g 42mg 3.5g 1.0g

【ぼくたち、空手道 3 兄弟！】

■�問い合わせ：住民環境課住民係　
　（内線 2105)

　稲荷台の岸
き し の

野祐
ゆ う き

輝くん（共和中 3 年生）、凪
な ぎ さ

沙くん
（伏見小 6 年生）、海

か い と

斗くん（同 3 年生）の 3 兄弟は、
日本空手道新格闘塾拳流会館（可児市：玉

たまおき

置久
ひさやす

恭館長）
で週 3 回、空手道の稽

け い こ

古に励
はげ

んでいます。3 兄弟とも大会では上位に入賞
するほど強く、特に祐輝くんは、出場した大会では常に優勝・準優勝する
ほどの実力の持ち主です。高校生の部に出場して、優勝したこともあるそ
うです。次の目標は、来年の全日本空手道選手権優勝ということですので、
3 兄弟仲良く、ときにはライバルとなって、今後も稽古をがんばってくだ
さい。将来、テレビで 3 兄弟の活躍が見られるかもしれませんね。

■レシピ提供：保健センター　担当：桑
くわした

下（管理栄養士）　（内線 2194）　

▲ �左から、凪沙くん、海斗くん、祐輝
くん、とても仲のよい兄弟です
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